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第1章 財務報告と会計の意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 企業の意義 
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（３）資本と利益，投資と回収 
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（４）企業成長 

 

 

投資   ➡︎   企業価値の増加  ➡︎   株価・株式時価総額の増加 

設備投資  

 証券投資 

 

 （NPV正味現在価値がプラスのプロジェクト・投資案件を実行する。） 

 

 

投資   ➡︎   売上高・営業収益の増加  ➡︎   利益の増加 

キャッシュ・ 

フローの増加 

 

 

 

 

投資   ➡︎   企業価値の増加  ➡︎   株価・株式時価総額の増加 

設備投資  

 証券投資 

 知識の獲得 

人的投資・教育 

 研究開発 

 イノベーション創出 

 テクノロジーの利用 

 透明性の向上 

 社会貢献の推進 

 企業倫理・誠実性の向上 
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図表 企業の最適成長モデルと財務サイクル 
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企業規模の拡大・企業成長とリスク 

 

設備投資  → 多額の資金の支出が生じる 

 

 

販売店舗を増やす    販売網・販売拠点の拡大 

工場を増やす      生産量・生産能力の拡大 

支店・営業所を増やす  営業地域の拡大 

 

 

固定資産が増加する    

従業員が増加する 

売上が増える       

棚卸資産が増える     

売上債権が増える 

 

 

減価償却費が増える      固定費 

固定資産税が増える      固定費 

人件費が増える        固定費 

営業費用・運営費用が増える 

支払利息・財務費用が増える 

運転資金への資金投入が増える 

 

 

費用の増加 

固定費の増加⇒不況等で売上高が少し下がるだけで赤字になりやすくなる 

資金支出の増加        

 

 

ポジティブな側面 

 企業成長 

ネガティブな側面 

 負担の増加 

 リスクの増大 

企業成長の原動力 
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企業成長：純資産（資本）残高の持続的な増加・企業の規模の拡大 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

損益法・利益の方程式 

収益合計－費用合計＝当期純利益 

    2000   1850    150 

財産法・利益の方程式 

期末純資産－期首純資産＝当期純利益 

      750       600      150 

純資産残高変動方程式 

 600＋150＝750 
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２時点間の資本の比較：財産法による利益計算 

 

利益は資本に算入される。⇔ 

利益は資本の増加分。資本の増加分が利益 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収益  ＝資本のグロス(粗)増加額 

費用  ＝資本のグロス(粗)減少額 

純利益＝資本のネット（純）増加額 

純損失＝資本のネット（純）減少額 

（※ 損益取引による） 
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B/S：貸借対照表  P/L：損益計算書 
 

      ☓1               ☓2  

 
ストック  ストック  ストック 

☓1  
  B/S 

 ☓1    ☓2  
  B/S     B/S 

 ☓2  
  B/S 

        

        

4/1 
     

3/31 
4/1 

 
3/31 

   
☓1 P/L 

   
☓2 P/L 

  

  4/1〜
3/31 

  4/1〜
3/31 

  

 
          フロー             フロー 

 

利益剰余金計算書   （期末の利益剰余金の計算を示す計算書） 

利益剰余金 期首残高  200 ⇒期首（前期末）貸借対照表に記載される利益剰余金の金額  

当期純利益       120 ←損益計算書の末尾で計算される当期純利益の金額 

剰余金の配当      △50 ←株主への配当金の金額 

利益剰余金 期末残高   270 ⇒期末貸借対照表に記載される利益剰余金の金額 
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   形態 種類 

 

    中小   

 

 

 

 社法    社 
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 場 社（  ）と非 場 社（  ） 

 

 
（２０２６年１月） 

 

 社法  公開 社 
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 手   中堅   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

     

    

    

    

           

       

    



第 1 章 財務報告と会計の意義 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 第 1 部 企業会計 

 

 

２ 利害関係者 
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３ 企業会計と財務諸表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
                 

                   

    法           

             受託責任会計  株主への情報提供 

      財務会計 

企業会計       情報公開会計  投資者等への情報提供 

管理会計          経営管理者への情報提供 
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５ アカウンタビリティー、ディスクロージャーと透明性 
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親 社

    

子 社 子 社

関連
 社

重要 影響

子 社 子 社

    

  集団

 

６ 企業集団・親会社・子会社・関連会社と持株会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・企業会計上は，子会社が支配する子会

社のことも孫会社とはよばず，子会社と

よび，ひ孫会社等についても同様に，子

会社とよびます。 

・上記の企業集団という概念は，日本の

六大企業集団（三井，三菱，住友，芙蓉，

三和，第一勧銀）とは異なる概念です。 
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７ 連結財務諸表 

 

 

 

 

 
 

 

           
                         
               

                        

                  

親 社 
     

子 社 
     

連    
連 
  

   

連
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連       
     子 社    
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